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一
八
世
紀
後
半
以
降
、
関
東
農
村
で
は
、
無
宿
・
悪
党
の
横
行
に
よ
り
治
安
は
悪
化
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
関
東
で
は
、
所
領
が
複
雑
に
入
り
組
み
、
領
主
に
よ
る
統
一
的
な
警
察
活
動
が
難
し
か
っ
た
た
め
、
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
、
幕
府
は
関
東
取
締
出
役
を
設
置
し
、
御
料
・
私
領
・
寺
社
領
の
区
別
な
く
廻
村
さ
せ
、
無
宿
・
悪
党
の
捜
査
・
捕
縛
の
任
に
当
た
ら
せ
た
。
さ
ら
に
文
政
一
〇
（
一
八
二
七
）
年
に
は
、
関
東
取
締
出
役
を
し
て
関
東
各
地
に
改
革
組
合
村
を
結
成
さ
せ
た
。
一
般
に
文
政
改
革
と
言
わ
れ
る
政
策
で
あ
る
。
改
革
組
合
村
は
所
領
の
別
な
く
組
織
さ
れ
、
以
後
、
こ
の
組
合
を
通
じ
て
様
々
な
「
取
締
」
政
策
が
地
域
社
会
に
「
教
諭
」
さ
れ
て
い
く
。
　
か
つ
て
改
革
組
合
村
は
、
領
主
層
に
よ
る
支
配
強
化
の
た
め
の
組
織
、
か
つ
豪
農
層
の
結
集
の
場
と
さ
れ
、
領
主
・
豪
農
層
と
小
前
・
半
プ
ロ
層
と
の
階
級
対
立
の
具
体
相
が
議
論
の
焦
点
で
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
焦
点
は
地
域
社
会
の
自
治
性
評
価
に
移
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
組
合
村
（
惣
代
）
は
ど
れ
だ
け
地
域
社
会
の
意
志
を
代
表
し
得
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
領
主
支
配
を
ど
れ
だ
け
相
対
化
し
得
て
い
た
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
の
議
論
も
、
①
地
域
社
会
内
部
の
分
析
に
軸
を
置
く
た
め
、
政
策
自
体
の
分
析
が
弱
い
、
②
改
革
組
合
村
を
他
の
領
主
支
配
の
た
め
の
組
合
村
一
般
と
同
じ
土
壌
で
論
じ
る
た
め
、「
取
締
」
政
策
の
た
め
の
組
合
村
と
い
う
特
質
が
捨
象
さ
れ
が
ち
で
あ
る
、
と
い
う
弱
点
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
報
告
で
は
、
武
州
埼
玉
郡
八
条
村
寄
場
組
合
と
い
う
一
つ
の
組
合
村
を
事
例
に
、「
取
締
」
政
策
の
内
容
的
特
質
や
「
教
諭
」
と
い
う
伝
達
方
法
を
踏
ま
え
つ
つ
、
組
合
村
惣
代
の
政
策
認
識
や
受
容
の
し
か
た
を
検
討
し
た
。
　
ま
ず
、
組
合
村
が
結
成
さ
れ
た
直
後
の
動
向
を
確
認
し
た
。
八
条
村
寄
場
組
合
で
二
〇
数
年
間
に
わ
た
っ
て
大
惣
代
を
勤
め
た
西
袋
村
名
主
の
平
右
衛
門
は
、
村
内
で
寺
子
屋
を
営
み
、
文
政
改
革
の
触
を
筆
子
に
筆
写
さ
せ
て
い
た
。
ま
た
同
組
合
は
、
改
革
直
後
に
「
副
議
定
一
札
」
と
い
う
独
自
の
取
り
決
め
を
作
り
、
地
域
の
取
締
の
推
進
を
目
指
し
た
。
こ
れ
ら
は
、「
取
締
」
政
策
の
趣
旨
が
組
合
村
に
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
方
で
、
そ
の
後
の
組
合
村
運
営
に
対
す
る
村
々
の
態
度
は
、
消
極
的
・
非
協
力
的
で
あ
っ
た
。
お
上
に
素
直
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
じ
つ
消
極
的
な
八
条
村
寄
場
組
合
の
惣
代
た
ち
に
は
、
小
前
・
半
プ
ロ
層
と
対
抗
す
る
豪
農
層
と
し
て
の
積
極
性
も
、
逆
に
彼
ら
の
意
志
を
代
表
す
る
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
積
極
性
も
見
ら
れ
な
い
。
　
で
は
惣
代
た
ち
は
、
具
体
的
に
「
取
締
」
政
策
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
。
続
い
て
、
大
惣
代
の
一
人
、
西
袋
村
名
主
平
右
衛
門
に
焦
点
を
当
て
、
①
治
安
維
持
政
策
、
②
風
俗
統
制
策
の
両
面
か
ら
検
討
し
た
。
①
治
安
維
持
政
策
は
、
天
保
一
五
（
一
八
四
四
）
年
、
道
案
内
（
犯
罪
捜
査
に
協
力
す
る
在
地
の
人
間
）
の
組
合
村
移
管
を
事
例
と
し
た
。
こ
れ
は
、
関
東
取
締
出
役
が
日
当
を
支
払
っ
て
使
っ
て
い
た
道
案
内
を
、
以
後
は
組
合
村
が
人
選
し
て
年
給
を
支
払
う
よ
う
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
組
合
村
に
と
っ
て
、
道
案
内
が
出
役
史
観
第
一
七
六
冊
一
一
四
の
権
威
を
笠
に
き
て
横
暴
を
働
く
こ
と
に
歯
止
め
が
掛
け
ら
れ
る
一
方
、
年
給
の
支
出
と
い
う
新
た
な
負
担
が
発
生
す
る
政
策
で
あ
っ
た
。
八
条
村
寄
場
組
合
は
、
当
初
は
該
当
者
が
い
な
い
と
し
て
道
案
内
の
人
選
に
消
極
的
で
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
人
選
を
済
ま
せ
、
こ
の
政
策
を
受
容
し
た
。
一
連
の
経
緯
を
書
き
留
め
た
平
右
衛
門
は
、
過
去
の
記
録
を
参
照
し
な
が
ら
、
こ
れ
が
「
新
規
」
の
負
担
増
で
あ
る
と
し
て
政
策
の
正
当
性
に
疑
問
を
示
し
つ
つ
、
最
後
に
は
お
上
の
「
思
召
」
を
好
意
的
に
解
釈
し
た
。
次
に
、
②
風
俗
統
制
策
の
事
例
と
し
て
、
天
保
一
四
年
の
農
間
余
業
調
査
を
検
討
し
た
。
こ
れ
は
、
天
保
改
革
の
倹
約
政
策
の
一
環
と
し
て
、
在
方
の
農
間
余
業
を
実
態
調
査
す
る
と
と
も
に
、
華
美
と
見
な
さ
れ
た
六
種
の
商
売
を
六
〇
日
以
内
に
停
止
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
八
条
村
寄
場
組
合
は
、
六
種
の
内
の
一
つ
「
酒
食
」
商
い
に
つ
い
て
、
菓
子
・
果
物
な
ど
「
実
用
」
で
な
い
食
品
の
販
売
を
一
切
禁
止
す
る
内
規
を
定
め
た
。
こ
れ
は
関
東
取
締
出
役
が
指
導
し
て
作
成
し
た
内
規
よ
り
も
厳
格
な
も
の
で
、
共
通
の
内
規
で
広
域
的
な
取
締
を
せ
よ
と
関
東
取
締
出
役
が
呼
び
掛
け
た
際
に
も
、
独
自
の
基
準
を
堅
持
し
て
緩
め
な
か
っ
た
。
組
合
村
は
こ
の
政
策
を
積
極
的
に
受
容
し
た
と
言
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
平
右
衛
門
は
、
自
ら
の
記
録
の
中
で
、
あ
ま
り
に
厳
格
す
ぎ
る
取
締
は
却
っ
て
逆
効
果
で
あ
る
と
の
意
見
を
記
し
て
い
る
。
だ
が
彼
が
そ
の
意
見
を
組
合
村
の
中
で
強
く
主
張
し
た
形
跡
は
な
い
。
平
右
衛
門
は
、
自
ら
の
抱
い
た
違
和
感
を
飲
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
二
事
例
か
ら
う
か
が
え
る
、
八
条
村
寄
場
組
合
に
お
け
る
組
合
村
惣
代
の
政
策
認
識
と
受
容
の
し
か
た
に
特
徴
的
な
の
は
、
認
識
と
実
際
の
行
動
と
の
相
反
・
両アンビ
バ
レ
ン
ス
価
性
で
あ
る
。
こ
う
し
た
あ
り
方
も
一
つ
の
類
型
と
し
て
想
定
し
、
そ
の
要
因
を
析
出
し
な
が
ら
改
革
組
合
村
論
を
深
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
報
告
か
ら
指
摘
で
き
る
の
は
、
身
分
を
わ
き
ま
え
る
と
い
う
民
衆
の
生
活
意
識
、
高
圧
的
な
関
東
取
締
出
役
の
「
教
諭
」
へ
の
畏
怖
、
リ
ー
ダ
ー
が
不
在
の
八
条
村
寄
場
組
合
の
地
域
性
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
他
地
域
を
含
め
て
分
析
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
明
治
一
〇
年
代
～
二
〇
年
代
に
お
け
る
在
留
清
国
人
の
管
理
　
　
―
警
察
権
を
め
ぐ
っ
て
―
趙　
　
　
国
　
本
報
告
は
、
清
国
が
日
本
に
領
事
を
派
遣
し
、
領
事
裁
判
権
を
行
使
し
た
明
治
一
〇
年
代
～
二
〇
年
代
に
お
け
る
、
在
留
清
国
人
を
め
ぐ
る
警
察
権
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
清
修
好
条
規
は
、
互
い
に
領
事
裁
判
権
を
認
め
た
対
等
条
約
の
性
格
を
持
ち
、
清
国
も
欧
米
と
同
様
に
日
本
で
領
事
裁
判
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
領
事
裁
判
が
認
め
ら
れ
た
清
国
人
に
、
日
本
の
警
察
権
が
ど
の
よ
う
に
適
用
さ
れ
た
の
か
を
、
違
式
詿
違
条
例
と
阿
片
取
締
り
問
題
を
中
心
に
検
討
し
た
。
　
ま
ず
違
式
詿
違
条
例
の
適
用
に
あ
た
っ
て
、
欧
米
と
清
国
と
の
異
な
る
取
り
扱
い
が
確
認
さ
れ
る
。
違
式
詿
違
条
例
は
、
裸
体
の
規
制
な
ど
、
旧
習
を
未
開
・
野
蛮
の
風
俗
と
み
な
し
た
、
明
治
政
府
に
よ
る
風
俗
統
制
の
一
環
と
し
て
